
施工能力評価型 技術提案評価型

企業が、発注者の示す仕
様に基づき、適切で確実
な施工を行う能力を有し
ているかを、企業・技術
者の能力等で確認する工
事

企業が、発注者の示す仕様
に基づき、適切で確実な施
工を行う能力を有している
かを、施工計画を求めて確
認する工事

施工上の特定の課題
等に関して、施工上
の工夫等に係る提案
を求めて総合的なコ
ストの縮減や品質の
向上を図る場合

部分的な設計変
更を含む工事目
的物に対する提
案、高度な施工
技術等により社
会的便益の相当
程度の向上を期
待する場合

有力な構造・工
法が複数あり、
技術提案で最適
案を選定する場
合

通常の構
造・工法で
は制約条件
を満足でき
ない場合

提案内容
求めない

（実績で評価）
施工計画 施工上の工夫等にか

かる提案

部分的な設計変
更や高度な施工
技術等に係る提
案

施工方法に加え、工事目的物そ
のものに係る提案

評価方法 可・不可の二段階で審査 点数化

ヒアリング 実施しない 必要に応じて実施（施工計
画の代替とすることも可）

ＷＴＯ対象工事は必
須、それ以外は必要
に応じて実施

必須

段階選抜 実施しない
ヒアリングの適用に際し必
要に応じて実施※

競争参加が比較的多くなることが見込まれる工事において活用を検討

予定価格 標準案に基づき作成 標準案に基づき作成 技術提案に基づき作成

Ⅱ型 Ⅰ型 Ｓ型 ＡⅢ型 ＡⅡ型 ＡⅠ型

※「高知県内の入札談合事案を踏まえた入札契約手続きの見直しについて」(平成26年2月6日付け国地契第61号、国官技第256号、国営計第110号、国北予第39号）
記１に定める対象工事については実施しない。

出典：「国土交通省直轄工事における総合評価落札方式の運用ガイドライン」

総合評価方式について
（１）総合評価方式の分類
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技術提案を求めて
評価する必要がある

（技術提案評価型適用工事、
WTO対象工事）

通常の構造・工法では

工期等の制約条件を満足した工事が
実施できない

想定される有力な構造形式や

工法が複数存在するため、発注者と
してあらかじめ一つの構造・工法に絞
り込まず、幅広く技術提案を求め、最
適案を選定する必要がある

標準技術による標準案に対し、

部分的に設計の変更を含む工事目的
物に対する提案を求める、あるいは高
度な施工技術や特殊な施工方法の活
用により、品質の向上、コスト縮減、
工期短縮等を特に求める必要がある

WTO対象工事である、または、技
術的難易度評価の小項目にＡ評価が
あり、かつ技術的工夫の余地がある

（発注者による技術的判断）※１

技術提案評価型
（ＡⅠ型）

技術提案評価型
（ＡⅡ型）

技術提案評価型
（ＡⅢ型）

技術提案評価型
（Ｓ型）

以下のいずれかの条件に該当
①工事難易度Ⅱ以上
②本官工事
③施工計画を求めて企業の
能力を評価する必要がある

施工能力評価型
（Ⅰ型）

予定価格3億円未満で
工事難易度Ⅱ相当以下

※１ 当該工事の施工上の技術的課題が工事の品質の向上に、
直接寄与しない課題（安全対策、環境対策等）と判断できる工
事は、施工能力評価型Ⅰ型を適用する。

予定価格が３億円未満で、適切活確実に施工上の性能等が確保
されることが確認できる工事（工事難易度Ⅱ相当以下）であれば、
施工能力評価Ⅱ型の適用も可能。

施工能力評価型
（Ⅱ型）

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

YES NO

NO

YES

出典：「国土交通省直轄工事における総合評価落札方式の運用ガイドライン」

（２）総合評価落札方式の選択フロー


